
　千早校区社協では、令和6年８月に3回にわた
り、スマホ初心者向けの「スマホ・LINE講座」を
開催しました。講師は福岡工業大学の学生で、
参加者１名に学生１名がついて、使い方のレク
チャーをしました。
　参加者からは「孫に教わっているようで、楽し
かった」「スマホの使い方がわかってよかった」と
いう声が聞かれました。また、学生からは「高齢
者と関わる良い機会
となった」という声が
聞かれ、地域と学生
とのつながりづくり
や世代間の交流にも
なりました。

若い力を生かした地域福祉活動
大学生と一緒にスマホ・LINE講座を開催

　舞松原校区では、令和6年10月31日に博多
高等学校看護専攻科の学生が企画した「スマホ
講座」を公民館で開催しました。
　参加した高齢者は４グループに分かれ「設定・
LINE・アプリ・その他何でも」の４つのブースを
回り、日頃の「困り事」を相談しました。学生たち
は、基本的な操作から難易度の高い質問まで参
加者とコミュニケーションをとりながら解決して
いました。
　参加者からは「ずっ
とモヤモヤしたこと
が解決してすっきり
したよ」という声もあ
り皆で談笑する姿が
印象的でした。

看護学生企画！スマホ講座を開催

　奈多校区社協では、公民館で小学生の子ども
の居場所「奈多っ子応援団 虹色のたね」を夏休
みの４週間にわたって開催しました。この取組み
は令和5年度より始まりましたが、多くのボラン
ティアの協力を得て、期間中は宿題のサポート
や、レクリエーションを行ない、合計で６７名の子
どもが参加しました。　
　特に大きな力になったのは中高生から大学生
までの１０名の学生ボランティアで、子どもたち
にやさしく寄り添い支
えてくれました。
　学生からは「喜んで
もらえてよかった」と
感想が寄せられまし
た。

学生ボランティアが活動の支えに
　令和6年10月26日に、認知症の人や家族、支
援者、一般の人がリレーしながらタスキをつな
ぎゴールを目指す「RUN伴」という認知症啓発
イベントが福岡市各区で開催されました。
　当日は天候不順のため、東区では規模を縮小
し、イオンモール香椎浜店でのゴールイベント
中心の開催となり、約160名が参加しました。
　RUN伴テーマ曲に合わせて皆で踊る際に、
博多高等学校看護専攻科の学生に手本となる
踊りを披露していた
だきました。会場は
大いに盛り上がり、
笑顔溢れるイベント
となりました。

認知症啓発イベントへの参加
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▲イオンモール香椎浜店 店長 中谷様（写真右）

▲当日の様子

ふれあいネットワーク活動が拡大中

第２６回「ふれあい広場」を開催

　ふれあいネットワーク活動は、地域住民の参加により、一人暮らしの高齢者や障がい者、子育て中の家
庭などの支援が必要な方々を見守り・訪問し、支え合う地域住民相互のボランティア活動です。令和６年
度は、香椎浜校区と八田校区の町内で新たにふれあいネットワークの取組みが始まりました。

　香椎浜２丁目１街区１区の町内では、ふれあいサロンと連携し見守り活動を
より充実させるために、ふれあいネットワークを立ち上げました。
　発足にあたり、見守りを行なっている支援者を対象にふれあいネットワーク
の勉強会を開催したほか、自治会長と民生委員が香椎浜校区社協主催の見守
りマップ作成（※）のワークショップに参加し、見守り状況などを共有しました。

　八田団地5街区では住民の孤独死を見守りで未然に防いだことをきっかけ
に、各棟の世話役のボランティアが心配な住民を見かけた際に、自治会長や民
生委員などと共有するようにし、いきいきセンターふくおかなどとも連携して
見守り活動を進めています。また、毎月、ボランティア間での情報共有の場も設
けています。

※見守りマップ…見守りが必要な人や見守りを行なっている支援者などを
　町内の地図に色分けして印をつけ、見守り対象者と支援者の関係性を矢
　印で表すなどにより、見守り状況などを視覚的に明らかにする手法。

　令和6年１０月１２日に、イオンモール香椎浜店にて「ふれあい広場」を開催し
ました。「ふれあい広場」は、東区内の障がい者福祉に関する事業所などが実
行委員となり、障がいの有無に関わらず、住民がお互いに理解を深め合い、
地域の中でともに暮らせる、つながりや助け合いのある社会づくりを目的と
して開催しています。
　昨年に引き続き、今年度も「笑顔、ひろがる。心、つながる。」をテーマに、障
がい者福祉事業所等による出店や、福祉車両の乗車体験、ユニバーサルデザ
インのゲーム体験などを通じて、来場者の方々へ障がいに関する理解の啓発
を行ないました。会場は参加事業所の利用者の方や、来場された子どもたち
から高齢者の方まで、多くの笑顔が溢れました。
　ふれあい広場実行委員会は、これからも多くの関係機関・団体と連携し、障
がいに関する理解の促進や、誰もが安心して暮らせる社会づくりを目指して
いきます。
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